
 

 

 

 

 

 

29）桜島－姶良カルデラ 



噴出物
年代

(年前：暦年)

噴出量

(DRE　km3)

火山カタログ

の噴出量

平成火砕丘 5-0 －(3に包含？)

噴火 5 －(3に包含？)

降下火砕物

(昭和火口)
8-0 －(3に包含？)

降下火砕物

(山頂火口)
59-0 －(3に包含？)

噴火

(南岳山頂)
60 －(3に包含？)

噴火

(南岳山頂)
64 －(3に包含？)

噴火

(昭和火口)
66 －(3に包含？)

昭和噴火：昭和溶

岩(昭和火口)
68 0.18

噴火 69-72 －(3に包含？)

噴火

(昭和火口)
73-74 －(3に包含？)

小規模噴火(昭

和火口形成)
75 －(3に包含？)

噴火 76 －(3に包含？)

噴火

(南岳山頂)
79 －(3に包含？)

大正溶岩;

Ⅰ期,Ⅱ期溶岩

(二次溶岩)

溶結火砕物(桜

島-大正,P1)

噴火 115-231 －(3に包含？)

安永海底噴

火噴出物

安永溶岩

(南岳)
溶結火砕物(桜

島-安永，P2)

噴火 258-536 －(3に包含？)

文明溶岩：Ⅰ

期,Ⅱ期溶岩

P3，

桜島-文明

噴火 546 －(3に包含？)

中岳溶岩,火砕岩

桜島-中岳火山砂
814 －(3に包含？)

大平溶岩 1064 0.1

長崎鼻溶岩

(瀬戸溶岩)

鍋山火砕丘

蝦ノ塚

火砕丘

P4，桜島-天

平宝子

噴火？ 1297 1298 1306 －(3に包含？)

黒神川溶岩 1000-3000 －(3に包含？)

有村溶岩 1000-3000 －(3に包含？)

観音崎溶岩 3000 0.3

宮元溶岩 4000 0.39

桜島-南岳

火山砂

南岳主

成層火山体

桜島P5,

武火砕流

堆積物
4670※4 0.26

桜島P6 4840※4 0.06

P7，

桜島-高崎2
5000 0.42

桜島P8 6500 0.06

桜島P9 7500 0.06

桜島P10 7700 0.06

新期北岳

溶岩流

8000-

10,000※1
(34.73に包含)

P11，

桜島-末吉
8000 0.6

姶良-米丸

テフラ

姶良-住吉池

スコリア

春田山溶岩 9000 (34.73に包含)

引ノ平溶岩 9000 (34.73に包含)

権現山溶岩,

P12,桜島-上場
9000 0.08

北岳主

成層火山体
13,000 (34.73に包含)

P13，

桜島-高崎3
10,600 0.78

新島軽石 12,800 (34.73に包含)

P14，

桜島-薩摩
12,800 6.6

新島火砕流

堆積物

(州崎軽石)

16,000 不明

高野ベース

サージ
19,100 不明

P15，

桜島-高崎4
24,000 0.12

P16，

桜島-高崎5
25,000 0.18

P17，

桜島-高崎6
26,000 0.66

古期北岳山体
4670-

29,000※1 34.73

姶良-丹沢

テフラ
90

入戸火砕流

堆積物
128

妻屋火砕流

堆積物
2.88

大隅降下軽石堆積

物(垂水火砕流?)
60

毛梨野テフラ 30,000 0.24 －

深港テフラ 31,000 4.5 －

大塚降下

軽石堆積物
32,500 0.54 －

(牛根流紋岩) 33,000 － －

清水流紋岩 36,000 0.02 0.02DRE km
3※3

岩戸テフラ

(1〜9)
60,000 14.72 －

敷根安山岩 61,000 1.3 0.63DRE km
3※3

福山降下軽

石堆積物
90,500 24 －

金剛寺火砕

サージ堆積物
90,500 0.04 －

日木山降下スコリ

ア堆積物(青敷火山

岩類？)

99,000 0.01 －

8100-8200

29.桜島-姶良カルデラ

29,000

1.5

2

0.77

0.27

3

53.3

DRE　km3※2

18.47

DRE　km3※3

(不明)

300.8

DRE　km3※3

0.03

－：(マグマ)水蒸気噴火，岩屑なだれ

※1：層序関係から年代を推定して反映

※2：個別文献による全体の体積

※3：火山カタログによる全体の体積

※4：時間間隙を均等分配して年代を推定

（）：文献による全体の体積との差分

（一部私信あり）
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北岳主成層火山体

春田山溶岩

引ノ平溶岩

新期北岳溶岩流

(注：南岳起源の桜島‐南岳火山砂等の小規模なテフラを含む可能性がある)

南岳山体，

小規模降下火砕物

高野ベースサージ 新島火砕流

年代・噴出量が不明なイベント

※楕円の幅は想定される活動期間に相当

活動年代が期間として

反映されているイベント

噴出量が不明で，文献での

噴出量の差分を反映したイベント
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桜島火山姶良カルデラ

★：カルデラ形成

姶良‐丹沢テフラ

入戸火砕流

大隅降下軽石

妻屋火砕流

★

岩戸テフラ福山降下軽石

金剛寺火砕サージ

日木山降下スコリア

牛根流紋岩

（体積不明）

高野ベースサージ，

新島火砕流

年代・噴出量が不明なイベント

※楕円の幅は想定される活動期間に相当

活動年代が期間として

反映されているイベント

噴出量が不明で，文献での

噴出量の差分を反映したイベント

 

第 29－1 図 噴出量－時間階段図（桜島－姶良カルデラ）



第 29－1 表 データセット（桜島－姶良カルデラ） 

種類 年代値 根拠 信頼度 年代(年前：暦年)　注2） 根拠 信頼度 体積(DRE)　注4）

平成火砕丘 火砕丘 AD2009以降 近代観測 ◎ 5-0 － 不明 － － － －(3に包含？) －

噴火
ブルカノ式噴火:

降下火砕物,

火砕流

AD2009 近代観測 ◎ 5 － 不明 － － － －(3に包含？) －

降下火砕物

(昭和火口)

ブルカノ式噴

火:降下火砕物
AD2006〜現在 近代観測 ◎ 8-0 － 不明 1970年以降観測開始 － － －(3に包含？) －

降下火砕物

(山頂火口)

ブルカノ式噴

火:降下火砕物
AD1955〜現在 近代観測 ◎ 59-0 － 不明 1970年以降観測開始 － － －(3に包含？) －

噴火

(南岳山頂)
降下火砕物 AD1954 近代観測 ◎ 60 － 不明 － － － －(3に包含？) －

噴火

(南岳山頂)
降下火砕物 AD1950 近代観測 ◎ 64 － 不明 － － － －(3に包含？) －

噴火

(昭和火口)
詳細不明 AD1948 近代観測 ◎ 66 － 不明 － － － －(3に包含？) －

昭和噴火：昭和溶

岩(昭和火口)

ブルカノ式噴火:

降下火砕物,

溶岩流

AD1946 近代観測 ◎ 68 68 0.18 根拠未記載(溶岩流) △ 0.18 0.18 379.46

噴火 降下火砕物 AD1942-1945 近代観測 ◎ 69-72 － 不明 － － － －(3に包含？) －

噴火

(昭和火口)
降下火砕物 AD1940-1941 近代観測 ◎ 73-74 － 不明 － － － －(3に包含？) －

小規模噴火(昭和火

口形成)

火砕流,

降下火砕物
AD1939 引用，古文書 ◎ 75 － 不明 － － － －(3に包含？) －

噴火 降下火砕物 AD1938 近代観測 ◎ 76 － 不明 － － － －(3に包含？) －

噴火

(南岳山頂)
降下火砕物 AD1935 近代観測 ◎ 79 － 不明 － － － －(3に包含？) －

大正溶岩;

Ⅰ期,Ⅱ期溶岩

(二次溶岩)

溶岩流

(火砕成?)
AD1914-1915 引用，古文書 ◎ 99-100 不明 － －

溶結火砕物(桜

島-大正,P1)

プリニー式噴火:

降下火山灰,

軽石(溶結)

AD1914-1915 引用，古文書 ◎ 99-100
0.5

0.27

根拠未記載

GIS算出体積

△

○

噴火 降下火砕物
AD1899,1860,1799,1797,1794,179

2,1791,1790,1785,1783
近代観測，引用 △ 115-231 － 不明 － － － －(3に包含？) －

安永海底噴

火噴出物

海底噴火溶岩,海底潜

在溶岩ドーム,海底噴

火火砕物

AD1779-1782 引用，古文書 ◎ 232-235 不明 － －

安永溶岩

(南岳)

溶岩流

(火砕成?)
AD1779-1782 引用，古文書 ◎ 232-235 不明 － －

溶結火砕物(桜

島-安永，P2)

プリニー式噴火:

降下火山灰

降下軽石(溶結)

AD1779-1782 引用，古文書 ◎ 232-235
0.3

0.13

根拠未記載

GIS算出体積

△

○

噴火
降下火砕物?

(詳細不明)

AD1756,1749,1742,1706,16

78,1642,1478
引用 △ 258-536 － 不明 － － － －(3に包含？) －

文明溶岩：Ⅰ

期,Ⅱ期溶岩
溶岩流 AD1471-1476 引用，古文書 ◎ 538-543 不明 － －

P3，

桜島-文明

プリニー式噴火:

降下火砕物
AD1471-1476 引用，古文書 ◎ 538-543

0.8

0.69

根拠未記載

GIS算出体積

△

○

噴火 詳細不明 AD1468 引用 △ 546 － 不明 － － － －(3に包含？) －

中岳溶岩,火砕岩

桜島-中岳火山砂

ブルカノ式噴火:

降下火砕物,

溶岩流

AD1200頃 14C年代 ○ 814 － 不明 － － － －(3に包含？) －

大平溶岩 溶岩流 AD950頃 14C年代 ○ 1064 1064 0.1 根拠未記載 △ 0.1 0.1 375.01

長崎鼻溶岩

(瀬戸溶岩)
溶岩流 AD764-766 引用，古文書 ◎ 1248-1250 0.81 根拠未記載 △

鍋山火砕丘
マグマ

水蒸気爆発
AD764-766 引用，古文書 ◎ 1248-1250 不明 － －

蝦ノ塚火砕

丘

マグマ

水蒸気爆発
AD764-766 引用，古文書 ◎ 1248-1250 不明 － －

P4，桜島-天

平宝子

プリニー式噴火:

降下火砕物
AD764-766 引用，古文書 ◎ 1248-1250 0.1 根拠未記載 △

噴火？ 詳細不明 AD708,716,717 引用 △ 1297 1298 1306 － 不明 － － － －(3に包含？) －

黒神川溶岩 溶岩流 1-3ka? 引用 △ 1000-3000 － 不明 － － － －(3に包含？) －

有村溶岩 溶岩流 1-3ka? 引用 △ 1000-3000 － 不明 － － － －(3に包含？) －

観音崎溶岩 溶岩流 3.0cal ka 古地磁気，層序 ● 3000 3000 0.3 根拠未記載 △ 0.3 0.3 374.64

宮元溶岩 溶岩流 4.0cal ka 古地磁気 ● 4000 4000 0.39 根拠未記載 △ 0.39 0.39 374.34

桜島-南岳

火山砂

ブルカノ式噴火:

降下火砕物
1.6〜4.5cal ka 引用(14C年代) ◎ 1600-4500 不明 － －

南岳主

成層火山体

溶岩流,

火砕岩
4.5cal ka〜 不明 △

1000-4500

(層序から推定)
不明 － －

桜島P5,

武火砕流

堆積物

プリニー式噴火:

降下火砕物

火砕流(溶結)

5.6cal ka 引用(14C年代) ◎ 5600
4670
(時間間隙を均等分配)

0.4

4.8

不明

根拠未記載(P5)

GIS算出体積(P5)

－（火砕流）

△

○

－

0.256 0.26 370.95

桜島P6
プリニー式噴火:

降下火砕物
3.8cal ka 引用(14C年代) ◎ 3800

4840
(時間間隙を均等分配)

<0.1 根拠未記載 △ 0.06 0.06 370.69

P7，

桜島-高崎2

プリニー式噴火:

降下火砕物
5.0cal ka 引用(14C年代) ◎ 5000 5000

0.7

0.2

根拠未記載

GIS算出体積

△

○
0.42 0.42 370.63

桜島P8
プリニー式噴火:

降下火砕物
6.5cal ka 引用(14C年代) ◎ 6500 6500 <0.1 根拠未記載 △ 0.06 0.06 370.21

桜島P9
プリニー式噴火:

降下火砕物
7.5cal ka 層位から比例分配 ▲ 7500 7500 <0.1 根拠未記載 △ 0.06 0.06 370.15

桜島P10
プリニー式噴火:

降下火砕物
7.7cal ka 層位から比例分配 ▲ 7700 7700 <0.1 根拠未記載 △ 0.06 0.06 370.09

新期北岳

溶岩流
溶岩流 10cal kaより若い 不明 △

8000-10,000

(層序から推定)
－ 不明 － － － (34.73に包含) －

P11，

桜島-末吉

プリニー式噴火:

降下火砕物
8.0cal ka

権現山溶岩を覆う

層位から比例分配
▲ 8000 8000

1

0.57

根拠未記載

GIS算出体積

△

○
0.6 0.6 370.03

姶良-米丸

テフラ
降下火砕物 8.1cal ka 引用(14C年代) ◎ 8100

姶良-住吉池

スコリア
降下スコリア 8.2cal ka 層位から比例分配 ▲ 8200

春田山溶岩 側火口溶岩 9.0cal ka頃
権現山溶岩と同時期

(組成類似)
▲ 9000 － 不明 － － － (34.73に包含) －

引ノ平溶岩 側火口溶岩 9.0cal ka頃
権現山溶岩と同時期

(組成類似)
▲ 9000 － 不明 － － － (34.73に包含) －

権現山溶岩,

P12,桜島-上場

側火口溶岩

プリニー式噴火:

降下火砕物

9.0cal ka
P12と同時期

引用(14C年代)
◎ 9000 9000

不明

<0.1

－

根拠未記載

－

△
0.076 0.08 369.4

北岳主

成層火山体

溶岩流,

火砕岩
約13ka〜 不明 △ 13,000 － 不明 － － － (34.73に包含) －

P13，

桜島-高崎3

プリニー式噴火:

降下火砕物
10.6cal ka 引用(14C年代) ◎ 10,600 10,600 1.3 根拠未記載 △ 0.78 0.78 369.32

新島軽石 降下軽石 12.8cal ka 引用(14C年代) ◎ 12,800 － 不明 － － － (34.73に包含) －

P14，

桜島-薩摩

プリニー式噴火:

降下火砕物

ベースサージ

12.8cal ka 引用(14C年代) ◎ 12,800 12,800
11(14?)

3.1

根拠未記載

GIS算出体積

△

○
6.6 6.6 368.54

新島火砕流

堆積物

火砕流(姶良カルデラ

噴出物に類似)
16±4ka FT年代 ◎ 16,000 － 不明 －  － － 不明 －

高野ベース

サージ

ベースサージ(姶良カ

ルデラ噴出物に類似)
19.1cal ka 引用(14C年代) ◎ 19,100 － 不明 －  － － 不明 －

P15，

桜島-高崎4

プリニー式噴火:

降下火砕物
24cal ka 引用(14C年代) ◎ 24,000 24,000 0.2 根拠未記載 △ 0.12 0.12 361.94

P16，

桜島-高崎5

プリニー式噴火:

降下火砕物
25cal ka 引用(14C年代) ◎ 25,000 25,000 0.3 根拠未記載 △ 0.18 0.18 361.82

P17，

桜島-高崎6

プリニー式噴火:

降下火砕物
26cal ka 引用(14C年代) ◎ 26,000 26,000

1.1

0.13

根拠未記載

GIS算出体積
△ 0.66 0.66 361.64

古期北岳山体
溶岩流(成層火

山体が伏在)
30±5ka〜 K-Ar年代 ○

24,000-29,000

(層序から推定)

4670-29,000(北岳全活

動期間を包含)
不明 － －

34.731(文献による全体

体積からの差分)
34.73 360.98

姶良-丹沢

テフラ
降下火山灰

50

>150

253.06

654.62

面積,層厚から算出

根拠未記載

GIS算出体積

GIS算出体積

○

△

○

○

90

入戸火砕流

堆積物

火砕流

(一部溶結)

249.9

200

面積,層厚から算出

引用

○

△
128

妻屋火砕流

堆積物
火砕流

13.3

6

面積,層厚から算出

引用

○

△
2.88

大隅降下軽石堆積

物(垂水火砕流？)

プリニー式噴火:

降下軽石,火砕流

98

100
615.54

面積,層厚から算出

引用

GIS算出体積

○

△

○

60

毛梨野テフラ

マグマ水蒸気爆発:降

下軽石・火山灰,火砕

サージ

30cal ka 引用(14C年代) ◎ 30,000 30,000
0.4

0.69

早川法,面積層厚で算出

GIS算出体積

○

○
0.24 0.24 45.37

深港テフラ
プリニー式噴火:降下

軽石,火砕流
31cal ka 引用(

14
C年代) ◎ 31,000 31,000

7.5

2.3

早川法,面積層厚で算出

GIS算出体積

○

○
4.5 4.5 45.13

大塚降下

軽石堆積物

プリニー式噴火:

降下軽石
32.5cal ka 引用(

14
C年代) ◎ 32,500 32,500

0.9

0.38

早川法

GIS算出体積

○

○
0.54 0.54 40.63

(牛根流紋岩) 溶岩流 33±4ka K-Ar年代 ○ 33,000 － 不明 － － － － －

清水流紋岩 溶岩流
40ka

36±3ka

不明

K-Ar年代

△

○
36,000 36,000 0.02 根拠未記載 △ 0.02 0.02 40.09

岩戸テフラ

(1〜9)

プリニー式噴火:

降下軽石,火砕流

火砕サージ

(一部溶結)

60ka，40～86ka 層序 △ 60,000 60,000
18〜23

4.67

4.7

早川法,面積層厚で算出

GIS算出体積

GIS算出体積

○

○

○

14.72 14.72 40.07

敷根安山岩 溶岩流
70ka

61±17ka

不明

K-Ar年代

△

○
61,000 61,000

1.3

0.63

面積,層厚から算出

根拠未記載

○

△
1.3 1.3 25.35

福山降下軽

石堆積物
降下軽石

80ka

86〜95ka

不明

層序

△

●
90,500 90,500

>40

11.04

早川法

GIS算出体積

○

○
24 24 24.05

金剛寺火砕

サージ堆積物

マグマ水蒸気爆

発:火砕サージ
86〜95ka 層序 ● 90,500 90,500 0.08 分布面積と層厚から算出 ○ 0.0384 0.04 0.05

日木山降下スコリ

ア堆積物(青敷火山

岩類？)

降下スコリア
95〜103ka

80±20ka

層序

K-Ar年代

●

○
99,000 99,000

0.01
※5

0.1

早川法

GIS算出体積

△

○
0.006 0.01 0.01

※1：階段図等から読み取った年代

※2：暦年較正にはCalib7を使用した

3(他の小規模火砕物,

山体構成物を包含して

いると想定)

30-4500 373.95

0.027△不明 0.03 369.43

374.91

375.78

377.78

379.281.5

2

0.77

0.27

1.5

2

0.77

0.27

0.8※4

0.77※4

0.3※4

0.27※4

500

411

450

470
※6

99-100

232-235

538-543

1248-1250

0.0458100－8200

3※4

1.5※4

2.0※4

ド-ム除外

※4：文献中でDRE換算されている値

※5：階段図等から読み取った体積

※6：第四紀火山カタログ委員会編(1999)より引用

※7：第四紀火山カタログと文献の体積の差分

注4）：DRE換算は火砕流：1.2g/cm3（溶結：1.6），

降下火砕物：1.5g/cm3，成層火山：1.9g/cm3,

溶岩：2.5g/cm3を用いた(Umeda et al, 2013)

○：信頼度高い

△：信頼度低い

×：文献を基に推定した

注1）：名称については，より新しい知見に基づく

注2）：測定誤差の小さいものを選出した

注3）：幅がある場合には中央値を採用した

・放射年代：◎査読付論文，○講演要旨等(査読なし)，

△層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿，時間間隙を均等分配：

●上下層が放射年代で規定，▲上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎　・本調査内で文献を基に推定：×

※3：文献の暦年代が層序と矛盾する場合，Calib7で較正し直した

28-30cal ka

29cal ka

27ka

23,400±800yBP

16,350±350yBP

26,000±695yBP

24,500yBP

引用

(14C年代，層序)
14C年代

引用(14C年代)

引用(14C年代)

引用(14C年代)
14C年代
14C年代

◎

◎

◎

◎

△

◎

△

29,000 29,000 280.88 326.25

文献

体積（kｍ3）

29.桜島-姶良カルデラ

名称　注1） 年代 噴出量

文献 積算噴出量

（DRE km3）

採用噴出量

（DRE km3）
採用年代値　注3）

 



第 29－2 表（1） 活動履歴帳票（桜島－姶良カルデラ）

　

主要参考文献　小林ほか(2013)，長岡ほか（2001）

活動期 噴出物 マグマ種類 噴火様式 年代 根拠 引用信頼度 根拠 引用 信頼度

平成火砕丘 安山岩 火砕丘 AD2009以降 近代観測 *1 ◎ 不明 － － －

噴火 －
ブルカノ式噴火：降下火砕物

火砕流
AD2009 近代観測 *3 ◎ 不明 － － －

降下火砕物(昭和火口) － ブルカノ式噴火：降下火砕物 AD2006〜現在 近代観測 *3 ◎ 不明 1970年以降観測開始 － －

降下火砕物(山頂火口) － ブルカノ式噴火：降下火砕物 AD1955〜現在 近代観測 *3 ◎ 不明 1970年以降観測開始 － －

噴火（南岳山頂） － 降下火砕物 AD1954 近代観測 *3 ◎ 不明 － － －

噴火（南岳山頂） － 降下火砕物 AD1950 近代観測 *3 ◎ 不明 － － －

噴火（昭和火口） － 詳細不明 AD1948 近代観測 *3 ◎ 不明 － － －

昭和噴火：昭和溶岩（昭和火口） 安山岩 ブルカノ式噴火：降下火砕物，溶岩流 AD1946 近代観測 *11 ◎ 0.18 根拠未記載(溶岩流) *1 △

噴火 － 降下火砕物 AD1942-1945 近代観測 *3 ◎ 不明 － － －

噴火（昭和火口） － 降下火砕物 AD1940-1941 近代観測 *3 ◎ 不明 － － －

小規模噴火（昭和火口形成） 安山岩 火砕流，降下火砕物 AD1939 引用，古文書 *11 ◎ 不明 － － －

噴火 － 降下火砕物 AD1938 近代観測 *3 ◎ 不明 － － －

噴火（南岳山頂） － 降下火砕物 AD1935 近代観測 *3 ◎ 不明 － － －

大正溶岩：Ⅰ期，Ⅱ期溶岩

(二次溶岩)
安山岩 溶岩流（火砕成溶岩？） AD1914-1915 引用，古文書 *11 ◎ 不明 － － －

溶結火砕物

（桜島-大正，P1)

安山岩〜

デイサイト

プリニー式噴火：降下火山灰

降下軽石(溶結)
AD1914-1915 引用，古文書 *11 ◎

0.5

0.27

根拠未記載

GIS算出体積

*1

*19

△

○

噴火 － 降下火砕物
AD1899,1860,1799,179

7,1794,1792,1791,179

0,1785,1783

近代観測，引用 *3 △ 不明 － － －

安永海底噴火噴出物 デイサイト

海底噴火溶岩

海底潜在溶岩ドーム

海底噴火火砕物

AD1779-1782 引用，古文書 *11 ◎ 不明 － － －

安永溶岩（南岳） デイサイト 溶岩流（火砕成溶岩？） AD1779-1782 引用，古文書 *11 ◎ 不明 － － －

溶結火砕物

（桜島-安永，P2)
デイサイト

プリニー式噴火：降下火山灰

降下軽石(溶結)
AD1779-1782 引用，古文書 *11 ◎

0.3

0.13

根拠未記載

GIS算出体積

*1

*19

△

○

噴火 － 降下火砕物？（詳細不明）
AD1756,1749,1742,170

6,1678,1642,1478
引用 *3 △ 不明 － － －

文明溶岩：Ⅰ期，Ⅱ期溶岩 デイサイト 溶岩流 AD1471-1476 引用，古文書 *11 ◎ 不明 － － －

P3，桜島-文明 － プリニー式噴火：降下火砕物 AD1471-1476 引用，古文書 *1 ◎
0.8

0.69

根拠未記載

GIS算出体積

*1

*19

△

○

噴火 － 詳細不明 AD1468 引用 *3 △ 不明 － － －

(側火山)
中岳溶岩及び火砕岩

桜島-中岳火山砂
デイサイト

溶岩流，降下火砕物

ブルカノ式噴火：降下火砕物
AD1200頃 14C年代 *4 ○ 不明 － － －

大平溶岩 デイサイト 溶岩流 AD950頃 14C年代 *4 ○ 0.1 根拠未記載 *20 △

長崎鼻溶岩(瀬戸溶岩)
安山岩〜

デイサイト
溶岩流 AD764-766 引用，古文書 *11 ◎ 0.81 根拠未記載 *20 △

鍋山火砕丘 デイサイト マグマ水蒸気爆発 AD764-766 引用，古文書 *11 ◎ 不明 － － －

蝦ノ塚火砕丘 デイサイト マグマ水蒸気爆発 AD764-766 引用，古文書 *11 ◎ 不明 － － －

P4，桜島-天平宝子 － プリニー式噴火：降下火砕物 AD764-766 引用，古文書 *11 ◎ 0.1 根拠未記載 *1 △

噴火？ － 詳細不明 AD708,716,717 引用 *3 △ 不明 － － －

黒神川溶岩 安山岩 溶岩流 1-3ka? 引用 *3 △ 不明 － － －

有村溶岩 安山岩 溶岩流 1-3ka? 引用 *3 △ 不明 － － －

観音崎溶岩 安山岩 溶岩流 3.0cal ka 古地磁気，層序 *12 ● 0.3 根拠未記載 *20 △

宮元溶岩 安山岩 溶岩流 4.0cal ka 古地磁気 *12 ● 0.39 根拠未記載 *20 △

桜島-南岳火山砂 － ブルカノ式噴火：降下火砕物 1.6〜4.5cal ka 引用(14C年代) *7 ◎ 不明 － － －

南岳主成層火山体 安山岩 溶岩流，火砕岩 4.5cal ka〜 不明 *1 △ 不明 － － －

桜島P5

武火砕流堆積物
デイサイト

プリニー式噴火：降下火砕物

火砕流（溶結）
5.6cal ka 引用(14C年代) *7 ◎

0.4

4.8

不明

根拠未記載(P5)
GIS算出体積(P5)

－（火砕流）

*1

*19

－

△

○

－

桜島P6 － プリニー式噴火：降下火砕物 3.8cal ka 引用(14C年代) *7 ◎ <0.1 根拠未記載 *1 △

P7，桜島-高崎2 － プリニー式噴火：降下火砕物 5.0cal ka 引用(14C年代) *7 ◎
0.7

0.2

根拠未記載

GIS算出体積

*1

*19

△

○

桜島P8 － プリニー式噴火：降下火砕物 6.5cal ka 引用(14C年代) *7 ◎ <0.1 根拠未記載 *1 △

桜島P9 － プリニー式噴火：降下火砕物 7.5cal ka 層位から比例分配 *7 ▲ <0.1 根拠未記載 *1 △

桜島P10 － プリニー式噴火：降下火砕物 7.7cal ka 層位から比例分配 *7 ▲ <0.1 根拠未記載 *1 △

新期北岳溶岩流 デイサイト 溶岩流 10cal kaより若い 不明 *1 △ 不明 － － －

P11，桜島-末吉 － プリニー式噴火：降下火砕物 8.0cal ka
権現山溶岩を覆う

層位から比例分配
*7 ▲

1

0.57

根拠未記載

GIS算出体積

*1

*19

△

○

姶良-米丸テフラ － 降下火砕物 8.1cal ka 引用(14C年代) *7 ◎

姶良-住吉池スコリア － 降下スコリア 8.2cal ka 層位から比例分配 *7 ▲

春田山溶岩 デイサイト 側火口溶岩 9.0cal ka頃
権現山溶岩と同時期

(組成類似)
*1 ▲ 不明 － － －

引ノ平溶岩 デイサイト 側火口溶岩 9.0cal ka頃
権現山溶岩と同時期

(組成類似)
*1 ▲ 不明 － － －

権現山溶岩

P12，桜島-上場
デイサイト

側火口溶岩

プリニー式噴火：降下火砕物
9.0cal ka

P12と同時期

引用(14C年代)
*7 ◎

不明

<0.1

－

根拠未記載

－

*1

－

△

北岳主成層火山体 デイサイト 溶岩流，火砕岩 約13ka〜 不明 *1 △ 不明 － － －

P13，桜島-高崎3 － プリニー式噴火：降下火砕物 10.6cal ka 引用(14C年代) *7 ◎ 1.3 根拠未記載 *1 △

新島軽石 － 降下軽石 12.8cal ka 引用(14C年代) *7 ◎ 不明 － － －

P14，桜島-薩摩 －
プリニー式噴火：降下火砕物

ベースサージ
12.8cal ka 引用(14C年代) *7 ◎

11(14?)

3.1

根拠未記載

GIS算出体積

*1

*19

△

○

新島火砕流堆積物

(州崎軽石)
流紋岩

火砕流

(姶良カルデラ噴出物に類似)
16±4ka FT年代 *16 ◎ 不明 － －  －

高野ベースサージ －
ベースサージ

(姶良カルデラ噴出物に類似)
19.1cal ka 引用(14C年代) *7 ◎ 不明 － －  －

P15，桜島-高崎4 － プリニー式噴火：降下火砕物 24cal ka 引用(14C年代) *7 ◎ 0.2 根拠未記載 *1 △

P16，桜島-高崎5 － プリニー式噴火：降下火砕物 25cal ka 引用(14C年代) *7 ◎ 0.3 根拠未記載 *1 △

P17，桜島-高崎6 － プリニー式噴火：降下火砕物 26cal ka 引用(14C年代) *7 ◎
1.1

0.13

根拠未記載

GIS算出体積

*1

*19
△

古期北岳山体 安山岩 溶岩流（成層火山体が伏在） 30±5ka〜 K-Ar年代 *6 ○ 不明 － － －

【年代】0.25Ma〜現在(AD2012) 　【体積】500km3

引用DB　日本の火山(http://gbank.gsj.jp/volcano/)

　　　【年代】西来ほか編(2014)，中野ほか編(2013)

　　　【体積】第四紀火山カタログ委員会編(1999)

噴火史の概略

体積 注)

DRE(km3)

29.桜島-姶良カルデラ

桜島火山

26ka〜*1

(24.3km
3 ※1

)

(58km3*13：

陸上全噴出

物,

70km
3*13

：

海底込み）

(13ka〜，

35-45km
3 *18

)

桜島火山

若尊

カルデラ

古期北岳

噴出物

休止期

(約1万

年間*1)

新期北岳

噴出物

0.3

*1

0.27

*2

0.8 *1

0.77 *5

2.0
*1

ド-ム

除外

1.5
*1

新期南岳

噴出物

(有史時代

噴火）

安永噴火

噴出物

大正噴火

噴出物

天平宝字

噴火

噴出物

文明噴火

噴出物

データベース(DB)等による年代・体積

細分・別称

古期南岳

噴出物

0.045

3 *20

*18 △不明

 

 



第 29－2 表（1） 続き 

姶良-丹沢テフラ 流紋岩 降下火山灰

50

>150

253.06

654.62

面積,層厚から算出

根拠未記載

GIS算出体積

GIS算出体積

*14

*15

*19

*19

○

△

○

○

入戸火砕流堆積物 流紋岩 火砕流(一部溶結)
249.9

200

面積,層厚から算出

引用

*14

*15

○

△

妻屋火砕流堆積物 流紋岩 火砕流
13.3

6

面積,層厚から算出

引用

*14

*15

○

△

大隅降下軽石堆積物

（垂水火砕流？）
流紋岩

プリニー式噴火：

降下軽石，火砕流

98

100
615.54

面積,層厚から算出

引用

GIS算出体積

*14

*15

*19

○

△

○

毛梨野テフラ 流紋岩
マグマ水蒸気爆発：

降下軽石・火山灰，火砕サージ
30cal ka 引用(

14
C年代) *7 ◎

0.4

0.69

早川法,面積層厚で算出

GIS算出体積

*13

*19

○

○

深港テフラ

(深港降下軽石，荒崎火砕流)
流紋岩

プリニー式噴火：

降下軽石，火砕流
31cal ka 引用(

14
C年代) *7 ◎

7.5

2.3

早川法,面積層厚で算出

GIS算出体積

*13

*19

○

○

大塚降下軽石堆積物 流紋岩 プリニー式噴火：降下軽石 32.5cal ka 引用(
14
C年代) *7 ◎

0.9

0.38

早川法

GIS算出体積

*13

*19

○

○

（牛根流紋岩？） 流紋岩 溶岩流 33±4ka K-Ar年代 *9 ○ 不明 － － －

清水流紋岩 流紋岩 溶岩流

40ka

36±3ka

50〜90ka

不明

K-Ar年代

K-Ar年代

*8

*9

※1

△

○

○

0.02 根拠未記載 ※1 △

岩戸テフラ（1〜9） 流紋岩
プリニー式噴火：降下軽石，火砕流，

火砕サージ，（一部溶結）
60ka，40～86ka 層序 *13 △

18〜23

4.67

4.7

早川法,面積層厚で算出

GIS算出体積

GIS算出体積

*13

*19

*19

○

○

○

敷根安山岩 安山岩 溶岩流

70ka

61±17ka

70±40ka

90±70ka

不明

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

*8

*9

※1

※1

△

○

○

○

1.3

0.63

面積,層厚から算出

根拠未記載

*13

※1

○

△

福山降下軽石堆積物
安山岩〜

流紋岩
降下軽石

80ka

86〜95ka

不明

層序

*8

*13

△

●

>40

11.04

早川法

GIS算出体積

*13

*19

○

○

金剛寺火砕サージ堆積物 デイサイト マグマ水蒸気爆発：火砕サージ 86〜95ka 層序 *13 ● 0.08 分布面積と層厚から算出 *13 ○

日木山降下スコリア堆積物

（青敷火山岩類？）

玄武岩質

安山岩
降下スコリア

95〜103ka

80±20ka

層序

K-Ar年代

*13

*10

●

○

0.01

0.1

早川法※2

GIS算出体積

*13

*19

△

○

姶良カルデラ

姶良噴火
500*1

450*8

470※ 1

28-30cal ka

29cal ka

27ka

23,400±800yBP

16,350±350yBP

26,000±695yBP

24,500yBP

引用

(14C年代，層序)
14C年代

引用(14C年代)

引用(14C年代)

引用(14C年代)
14C年代
14C年代

◎

◎

◎

◎

△

◎

△

*15

*7

*13

*17

*17

*17

*17

・放射年代：◎:査読付論文，○:講演要旨等，

　△:層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿,時間間隙を均等分配,層序：

　●:上下層が放射年代で規定,▲:上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎

信頼度

◎>○>△

引用文献

*1：小林哲夫，味喜大介，佐々木 寿，井口正人，山元孝広，宇都浩三（2013）：桜島火山地質図．火山地質図1，地質調査総合センター．

*2：小林哲夫（1982）：桜島火山の地質：これまでの研究の成果と今後の課題．火山，27，pp.277－292.

*3：気象庁 編（2013）：90.桜島．日本活火山総覧，第四版．

*4：小林哲夫，奥野 充，中村俊夫，福島大輔（2009）：桜島・南岳で発見された歴史時代の溶岩流．日本火山学会講演予稿集，P64.

*5：石原和弘，高山鉄明，田中良和，平林順一（1981）：桜島火山の溶岩流（Ⅰ）-有史時代の溶岩流の容積-．京都大学防災研究所年報，24，B-1.

*6：宇都浩三，内海 茂，石原和弘，味喜大介（1998）：ボーリングコアを用いた桜島火山の形成史の解明：その1．黒神観測井コアのK-Ar年代と化学組成．日本火山学会講演予稿集，P23.

*7：奥野 充（2002）：南九州に分布する最近約3万年間のテフラの年代学的研究．第四紀研究，41，4，pp.225－236.

*8：関口悠子，長谷中利昭（2008）：姶良カルデラ形成に至る前駆的なマグマ活動：マグマ混合の可能性．日本火山学会講演予稿集，P34.

*9：周藤正史，宇都浩三，味喜大介，石原和弘，巽 好幸（2000）：姶良カルデラ周縁部に分布する火山岩のK-Ar年代測定-爆発的な姶良火砕噴火以前の火山活動史-．京都大学防災研究所年報，43，

B-1，pp.15－35.

*10：周藤正史，宇都浩三，味喜大介，石原和弘（2001）：姶良カルデラ周縁部に分布する火山岩のK-Ar年代測定（続報）-カルデラ西縁，北西縁部，及び桜島桜島火山の活動史-．京都大学防災研究

所年報，44，B-1，pp.305－316.

*11：小林哲夫，溜池俊彦（2002）：桜島火山の噴火史と火山災害の歴史．第四紀研究，41，4，pp.269－278.

*12：味喜大介（1999）：古地磁気方位・強度測定による桜島の溶岩流の年代推定．火山，44，3，pp.111－122.

*13：長岡信治，奥野 充，新井房夫（2001）：10万～3万年前の姶良カルデラ火山のテフラ層序と噴火史．地質学雑誌，107，7，pp.432－450.

*14：Aramaki, S.（1984）：Formation of the Aira caldera, southern Kyushu, 〜22,000 years ago. Journal of Geophysical Research, 89, B10, pp.8485-8501.

*15：町田 洋，新井房夫（2011）：新編 火山灰アトラス-日本列島とその周辺-第2刷．東京大学出版，336p.

*16：亀山宗彦，下山正一，宮部俊輔，宮田雄一郎，杦山哲男，岩野英樹，檀原 徹，遠藤邦彦，松隈明彦（2005）：姶良カルデラ堆積物の層序と年代について-鹿児島県新島（燃島）に基づく研究-．

第四紀研究，44，1，pp.15－29.

*17：横山勝三（1971）：姶良カルデラ入戸火砕流の14C年代．地球科学，25，1，pp.45－46.

*18：Nagaoka, S.(1988)：The late quaternary tephra layers from the caldera volcanoes in and around Kagoshima bay, southern Kyushu, Japan. Geographical Repoets of Tokyo

Metropolitan University, 23, pp.49－122.

*19：須藤 茂，猪股隆行，佐々木 寿，向山 栄（2007）：わが国の降下火山灰データベース．地質調査研究報告，58，9/10，pp.261－321.

*20：味喜大介：私信

※1：第四紀火山カタログ委員会編(1999)を引用

※2：文献中の階段図等から読み取った値

　注）DREに換算されている場合は斜体で表記した



第 29－2 表（2） 活動履歴帳票（桜島－姶良カルデラ） 

29.桜島-姶良カルデラ

図 姶良カルデラ噴出物ノ層序（長岡ほか，2001）

図 桜島火山の地質図及び層序図（小林ほか，2013）



第 29－3 表（1） 既存文献における噴出量－時間階段図（桜島－姶良カルデラ） 

No マグマ種類 年代
体積

(km3)

1 － 27ka 450

2 － 29ka 0.4

3 － 31ka 7.5

4 － 32.5ka 0.9

5 － 60ka 18〜23

6 安山岩 70ka 1.3

7 － 95〜86ka 40<

8 － 95〜86ka 0.08

9 － 103〜95ka 0.01日木山降下スコリア（Hk) 降下スコリア 層序関係 早川法(階段図から読取り) DRE換算必要

福山降下軽石（Fk) 降下軽石 層序関係 早川法 DRE換算必要

金剛寺火砕サージ（Kg) 火砕サージ 層序関係 分布面積と層厚から算出 DRE換算必要

岩戸テフラ（Iwt) 降下火砕物 層序関係 早川法 DRE換算必要

敷根安山岩（SkL) 溶岩流 K-Ar年代,層序関係 分布面積と層厚から算出 DRE換算必要

深港降下軽石,荒崎火砕流(Fm,Ar) 火砕流，降下軽石 引用 火砕流:面積と層厚から算出,テフラ:早川法 暦年較正必要，DRE換算必要

大塚降下軽石（Ot) 降下軽石 引用 早川法 暦年較正必要，DRE換算必要

入戸・妻屋火砕流，大隅軽石（Ito,Tm,Os) 火砕流，降下軽石 引用 引用 暦年較正必要，DRE換算必要

毛梨野テフラ（Kn） 降下火砕物 引用 早川法 暦年較正必要，DRE換算必要

29.桜島-姶良カルデラ 引用文献

長岡ほか（2001）

噴出量-時間階段図

噴出量-時間階段図中の年代値(一覧表)

噴出物名称 噴火様式 根拠 根拠 備考

0.1Ma 現在

全活動期間

(中野ほか編,2013)

(西来ほか編,2014)

噴出量-時間階段図

の対象期間

(長岡ほか，2001)

0.05Ma

0.103Ma

0.025Ma

1

2
3

4
5

6

7

89

 



第 29－3 表（2） 既存文献における噴出量－時間階段図（桜島－姶良カルデラ） 

No マグマ種類 年代
体積

(km3)

1 安山岩又はデイサイト AD.1914 0.5

2 安山岩又はデイサイト AD.1779 0.3

3 安山岩又はデイサイト AD.1471〜1476 0.8

4 安山岩又はデイサイト AD.764 0.1

5 安山岩又はデイサイト 5.6cal ka 0.4

6 安山岩又はデイサイト 3.8cal ka <0.1

7 安山岩又はデイサイト 5.0cal ka 0.7

8 安山岩又はデイサイト 6.5cal ka <0.1

9 安山岩又はデイサイト 7.5cal ka <0.1

10 安山岩又はデイサイト 7.7cal ka <0.1

11 安山岩又はデイサイト 8.0cal ka 1

12 安山岩又はデイサイト 9.0cal ka <0.1

13 安山岩又はデイサイト 10.6cal ka 1.3

14 安山岩又はデイサイト 12.8cal ka 14?

15 安山岩又はデイサイト 24cal ka 0.2

16 安山岩又はデイサイト 25cal ka 0.3

17 安山岩又はデイサイト 26cal ka 1.1桜島高崎6（P17） プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島高崎4（P15） プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島高崎5（P16） プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島高崎3（P13） プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島薩摩（P14） プリニー式噴火 引用 根拠未記載(11km3とも表記あり) DRE換算必要，テフラのみ

桜島末吉（P11） プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島上場（P12） プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島P9 プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島P10 プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島高崎2（P7) プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島P8 プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島P5 プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島P6 プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島文明（P3） プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島天平宝子(P4) プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島大正（P1） プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

桜島安永（P2） プリニー式噴火 引用 根拠未記載 DRE換算必要，テフラのみ

29.桜島-姶良カルデラ 引用文献

小林ほか（2013）

噴出量-時間階段図

噴出量-時間階段図中の年代値(一覧表)

噴出物名称 噴火様式 根拠 根拠 備考

0.1Ma 現在

全活動期間

(中野ほか編,2013)

(西来ほか編,2014)

噴出量-時間階段図

の対象期間

(小林ほか，2013)

0.05Ma

0.026Ma

0.025Ma1

2

3

4

5

6

7〜10

11

13

1214

17,16,15



第 29－4 表 収集文献リスト（桜島－姶良カルデラ）
29

噴出量-

時間

階段図

噴出量

(体積)
方法

活動

年代
方法 層序

噴出物

分布

噴火

様式

マグマ

特性
その他

29-a 桜島大正噴火100周年事業実行委員会 2014 桜島大正噴火100周年記念誌
桜島大正噴火100周年

事業実行委員会
× ○ e ○ F ○ ○ ○ × －

29-b 中央防災会議（内閣府） 2011 1914　桜島噴火報告書
災害教育の継承に

関する専門調査会

○

（不明）
○ c,e ○ D,F ○ ○ ○ ○ － 噴出量－時間変化図

29-c Aramaki, S. 1984 Formation of the Aira Caldera, southern Kyushu, 〜22,000 years ago.
Journal Geophysical

Research
× ○ a ○ D,F ○ ○ × ○ －

29-d Ishihara, K. 2002 2. Activity of Sakurajima volcano 火山 × ○ e ○ C,E,E × × ○ × 近代観測

29-e
石原和弘，高山鉄明，田中良和

平林順一
1981 桜島火山の溶岩流（Ⅰ）-有史時代の溶岩流の容積-

京都大学防災研究所

年報
× ○ a ○ D,E ○ ○ × × 近代観測

29-f
井口正人，太田雄策，植木貞人，

為栗 健，園田忠臣，高山鐵朗，市川信夫
2011 2010年桜島火山活動を考える

京都大学防災研究所

年報

○

（●）
○ c,d,e ○ C,E,E × × ○ ○ 近代観測

重量(降灰量)－

時間変化図

29-g 井村隆介 1995 小噴火の累積でつくられた堆積物 火山 × × － ○ D ○ ○ ○ × －

29-h
宇都浩三，内海 茂，石原和弘，

味喜大介
1998

ボーリングコアを用いた桜島火山の形成史の解明：その1

黒神観測井コアのK-Ar年代と化学組成

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ A，D ○ × × ○ －

29-i 奥野 充 2002 南九州に分布する最近約3万年間のテフラの年代学的研究 第四紀研究 × × － ○ A,D ○ × × × －

29-j
奥野 充，中村俊夫，長岡信治，

森脇 広，小林哲夫
1997 加速器14C年代にもとづく姶良カルデラの最近3万年間の火山噴火の編年

日本地質学会

講演要旨集
× × － ○

A，D

（14C)
× × ○ × －

29-k
奥野 充，中村俊夫，長岡信治，

森脇 広，小林哲夫
1997 加速器14C年代にもとづく姶良カルデラの最近３万年間の噴火史

日本地理学会

講演予稿集
× × － ○

A,B

(14C)
○ × × × －

29-l
Okuno, M., Nakamura, T. and

Kobayashi, T.
1998

AMS 14C dating of historic eruptions of the Kirishima, Sakurajima and

Kaimondake volcanoes, southern Kusyu, Japan
Radiocarbon × × － ○

A

（
14
C)

○ × × × －

29-m
奥野 充，長岡信治，福島大輔，

成尾英仁，森脇 広，小林哲夫
2000 姶良カルデラ東壁にみられる最近10万年間のテフラ 火山 × ○ c ○ D ○ × × × －

29-n 横山勝三 1971 姶良カルデラ入戸火砕流の14C年代 地球科学 × × － ○
A，D

（
14
C)

× × × × －

29-o 鎌田桂子，鎌田浩毅 2001 外来岩片からみた姶良カルデラの形成過程
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ F ○ × ○ × －

29-p 関口悠子，長谷中利昭 2008 姶良カルデラ形成に至る前駆的なマグマ活動：マグマ混合の可能性
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ F × × × ○ －

29-q 関口悠子，長谷中利明，森 康 2014 姶良カルデラ火山に見られる3回のマグマ活動サイクル 月刊地球
◎

（●,■）
○ e ○ D,F ○ × × ○ －

29-r

亀山宗彦，下山正一，宮部俊輔，

宮田雄一郎，杦山哲男，岩野英樹，

檀原 徹，遠藤邦彦，松隈明彦

2005
姶良カルデラ堆積物の層序と年代について

-鹿児島県新島（燃島）に基づく研究-
第四紀研究 × × － ○

A,B

(FT,
14
C)

○ × × × －

29-s 坂東道子，中川光弘 2008 姶良カルデラ形成時のマグマ供給系の構造と噴火プロセス
日本地球惑星科学連合

講演要旨
× × － × － × × ○ ○ －

29-t
周藤正史，宇都浩三，味喜大介，

石原和弘，巽好幸
2000 姶良カルデラ周縁部に分布する火山岩のK-Ar年代測定

京都大学防災研究所

年報
× ○ c ○

A,D

（K-Ar)
○ ○ ○ × －

29-u
周藤正史，宇都浩三，味喜大介，

石原和弘
2001

姶良カルデラ周縁部に分布する火山岩のK-Ar年代測定（続報）

-カルデラ西縁，北西縁部，及び桜島火山の活動史-

京都大学防災研究所

年報
× × － ○

A,D

（K-Ar)
○ ○ ○ × －

29-v 小林哲夫 1982 桜島火山の地質：これまでの研究の成果と今後の課題 火山 × ○ e ○ D ○ ○ ○ ○ －

29-w 小林哲夫 1990 桜島火山の地質
日本火山学会

講演予稿集
× ○ e ○ F ○ × × ○

29-x 小林哲夫 2010 桜島火山・中岳の形成年代：歴史時代の可能性
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ D ○ × ○ ○ －

29-y 小林哲夫 2010 桜島火山の地質：未解決の重要課題
日本地質学会

講演要旨集
× × － ○ F ○ × ○ × －

29-z 小林哲夫，江崎真美子 1996 桜島火山の噴火史
名古屋大学加速器質量

分析計業績報告書
× × － ○ D ○ ○ ○ × －

A:放射年代

B:層序

C:古文書記載

D:引用

E:その他

F:不明

桜島-姶良カルデラ-1-

No 著者 発行年 題名 雑誌名

記載事項の有無

備考

◎:記載あり(最良)

○:記載あり

（ 噴出量の対象

   ●:降下火砕物

   ■:溶岩流

　 ▲:山体一括)

a:地質調査

b:地質図等

c:引用

d:その他

e:不明
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噴出量-

時間

階段図

噴出量

(体積)
方法

活動

年代
方法 層序

噴出物

分布

噴火

様式

マグマ

特性
その他

29-A 小林哲夫，溜池俊彦 2002 桜島火山の噴火史と火山災害の歴史 第四紀研究 × ○ c ○ D ○ ○ ○ × －

29-B
小林哲夫，奥野 充，中村俊夫，

福島大輔
2009 桜島・南岳で発見された歴史時代の溶岩流

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A,C,D

(
14
C)

× × ○ × －

29-C
小林哲夫，奥野 充，長岡信治，

宮縁育夫，井口正人，味喜大介
2010 大規模カルデラ噴火の前兆現象-鬼界カルデラと姶良カルデラ-

京都大学防災研究所

年報
○ × － ○ D,F × × ○ × －

29-D
小林哲夫，味喜大介，佐々木 寿，

井口正人，山元孝広，宇都浩三
2013 桜島大正噴火100周年記念誌火山地質図（第2版） 火山地質図1

◎

（●）
○ c,e ○ D ○ ○ ○ ○ －

29-E 新井房夫，長岡信治，奥野 充 2000 姶良カルデラ火山の10万〜2.7万年前のテフラ層序と噴火史
日本地質学会

講演要旨集
× ○ e ○ F ○ × ○ × －

29-F
池田晃子，中村俊夫，奥野 充，

小林哲夫，筒井正明
1992 大隅降下軽石と入戸火砕流の加速器14C年代

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A,D

(14C)
× ○ × × －

29-G
池田晃子，奥野 充，中村俊夫，

筒井正明，小林哲夫
1995

南九州，姶良カルデラ起源の大隅降下軽石と入戸火砕流中の炭化樹木の

加速器質量分析法による14C年代
第四紀研究 × × － ○

A,D

（
14
C)

× × × × －

29-H 長岡信治 1987 姶良カルデラのテフロクロノロジー
日本地理学会

講演予稿集
× ○ e ○ F ○ ○ ○ × －

29-I Nagaoka, S. 1988
The late quaternary tephra layers from the caldera volcanoes in and

around Kagoshima bay, southern Kyushu, Japan

Geographical Repoets

of Tokyo Metropolitan

University

○

（●）
○ c ○ D ○ ○ ○ × －

29-J 長岡信治，奥野 充，新井房夫 1999 10万〜2.5万年前の姶良カルデラ火山のテフロクロノロジー
日本火山学会

講演予稿集
× ○ e ○ B,D ○ × ○ × －

29-K 長岡信治，奥野 充，新井房夫 2000 10万〜2.5万年前の姶良カルデラのテフラと噴火史
日本地理学会

講演予稿集
× ○ e ○

A,B

(
14
C)

○ × × × －

29-L 長岡信治，奥野 充，新井房夫 2001 10万〜3万年前の姶良カルデラ火山のテフラ層序と噴火史 地質学雑誌
◎

（●,■）
○ a,c,e ○ D ○ ○ ○ × －

29-M 福山博之 1978 桜島火山の地質 地質学雑誌 × × － ○ D ○ ○ ○ ○ －

29-N 福田登志郎，小林哲夫 2009 姶良カルデラ，29cal ka BPの大規模噴火の推移について
日本地質学会

講演要旨集
× × － ○ D ○ × ○ × －

29-O 福島大輔，小林哲夫 1997 姶良カルデラにおける巨大火砕噴火の初期の噴火様式
日本地質学会

講演要旨集
× ○ c ○ D ○ × ○ × －

29-P 福島大輔，小林哲夫 1999 姶良カルデラ25ka噴火の火口位置
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ F × × ○ × －

29-Q 味喜大介 1999 古地磁気方位・強度測定による桜島の溶岩流の年代推定 火山 × × － ○ D,E ○ ○ × × 古地磁気測定

29-R
味喜大介，宇都浩三，内海 茂，

石原和弘
1999

ボーリングコアを用いた桜島火山の形成史の解明：

その2．溶岩試料の子p地磁気測定とK-Ar年代

日本地球惑星科学連合

講演要旨集
× × － ○ A,E ○ × × × 古地磁気測定

29-S
味喜大介，宇都浩三，内海 茂，

石原和弘
2000

ボーリングコアを用いた桜島火山の形成史の解明：その3

ハルタ山における溶岩試料の古地磁気測定とK-Ar年代

日本地球惑星科学連合

講演要旨集
× × － ○

A

（K-Ar)
○ × × × －

29-T 溜池俊彦，小林哲夫 1997 桜島火山・薩摩テフラの分布と噴火様式について
日本火山学会

講演予稿集
× ○ a,e ○ D ○ ○ ○ × －

29-U
須藤 茂，猪股隆行，佐々木 寿，

向山 栄
2007 わが国の降下火山灰データベース作成 地質調査研究報告 × ○ d ○ D × ○ × ×

分布を引用し

GISで算出

29-V 気象庁 編 2013 89.若尊
日本活火山総覧

（第4版）
× × － ○ D × × × × －

29-W 気象庁 編 2013 90.桜島
日本活火山総覧

（第4版）
× ○ c ○ D ○ ○ ○ ○ 近代観測

29-X 町田 洋，新井房夫 2011 新編　火山灰アトラス　日本列島とその周辺 東京大学出版会 × ○ a,c ○ A,B,C,D ○ ○ ○ ○ －

29-Y

29-Z

備考

◎:記載あり(最良)

○:記載あり

（ 噴出量の対象

   ●:降下火砕物

   ■:溶岩流

　 ▲:山体一括)

a:地質調査

b:地質図等

c:引用

d:その他

e:不明

A:放射年代

B:層序

C:古文書記載

D:引用

E:その他

F:不明

桜島-姶良カルデラ-2-

No 著者 発行年 題名 雑誌名

記載事項の有無
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